
 2025年度グローバルPBL（受入）実施報告 

都市デザイン・交通・マネジメントに関する国際ワークショップ

実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

鈴木　俊治(環境ｼｽﾃﾑ学
科)、山㟢　一也(環境ｼｽﾃﾑ
学科)、ＫＡＴＲＡＭＩＺ　ＴＡＲＥ
Ｋ(環境ｼｽﾃﾑ学科)

図1 ワークショップの様子
本学から30名、ウィーン工科大から13名の学生が参加し8日間にわたり国際ワークショップを行った。テーマは「都市計画・デザイン・交通・観光とエリアマネジメン
ト」である。教員が設定した東京都内の商業地、住宅地など異なる特徴のある6か所の対象地域において、両校の学生が６つの混成チームを編成し、現地調査と
提案作成を行った。期間中には大手不動産会社本社をほぼ全員で訪問し、東京都心の都市開発についての説明を受けた。その後は都心部の都市公園や歴史
的構造物の見学を実施した。
最終発表会では各チームが個性的な提案を行い、短期間にしては十分満足できる成果が得られた。その過程において学生たちは活発にコミュニケーションし、友
人関係が育まれた。本学の学生には英語力がやや不足の者も見られたが、各自よく努力し、貴重な体験となった。学生たちの継続的な努力、本プログラムの発展
的な継続を期待したい。

図2 都市再開発地区視察 図3 最終発表会 図4 学生とi教員の討議

2025年09月19日
～2025年09月27日

日本 ウィーン工科大学

・環境システム学科、建築学
専攻
・学部4年生、修士1年生、学
部3年生、修士2年生

（芝浦工業大学）
学生30名、 学生バイト2名、
教員3名
（ウィーン工科大学）
学生13名、 教員3名
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